第６期「まちづくり大学」振返り講座②の議事録

教育分野


ファシリテーター　　　森岡　峰美、
	参加者
	今谷　征司、　金田　善夫、　小林　利彦、　仲　淳一、

	
	藤原　義彦

	
	進行役（　仲　　淳一　）　　発表役（　金田　善夫　　　　）


	提案者
	活動テーマ
	取組み方法

	仲　淳一
	熟年世代の充実を図るための教育
	「熟年いきいき大学」の『講座を広めて』趣味に合った講座を出来るだけ多く設ける

	小林利彦
	1、家族の中の教育
2、親子・友達・地域のコミュニケーション
	「世代間の交流の場」の創設


	藤原義彦

	英数理の小中高での学力レベルアップの必要性
親の教育・特に道徳面
非行防止の推進
	「学校」と地域の人々との「懇談会」の創設と継続的開催。


	金田善夫

	子育て支援・地域毎

（小学校区）

・小学校教育学力向上・

地域教育
	学校の『空き教室』を利用して、「“あそび”教室」の創設と継続開催。


	今谷征司1

いｍ

社会教育のあ
今谷征司

	1. 学校教育と社会教育の

あり方（含む家庭教育）

2. すぐに出来ることは

何か
	地域の人たちの学校の行事・クラブ活動への参加。

例えば、学校の「金剛登山」の行事の復活など。


	　　話

　　し

　　合

　　い

　　の

　　概

　　要


	· 「核家族」化された現在の家族。そこでの『子育て』の悩みを抱えた家族は多いのではないか。
· 子どもの数が少なくなった現在、｢子ども会｣がなくなっている。子どもの状況がつかめない。

· 「学校」の先生が一番子どものことをよく知っているのではないか。だから定期的に学校の先生と地域の人たちとの交流会の場を作ればどうでしょうか。
· 「学校の先生」の仕事の中には、放課後「地域の人」が手助けできるものがあるのではないか。

· 「大阪狭山市内の子どもの学力」は下がってはいない。他府県の地域の人が学校と一緒に子どもの生活を考えている。大阪狭山市にはそれがない。

· 「熟年層」をはじめとして、世代間の交流できる場がいるのではないか。

· 「子育て支援」については『小学校入学』により、それまでの関係が分かれてしまう。新たなつながりをもつのに、母親自身、母親同士のつながりに悩んでいるようだ。
· 「母親同士のサークル活動の場が必要ではないでしょうか。

· 「現職」時代、子育てに関しては目が届かなかったが、退職後の現在では子どもを冷静に見られる。



	
	

	発

表

内

容


	活動テーマ
	取組み方法

	
	・「熟年世代の充実」活動
・「子育て支援」活動

	· 「熟年大学」の受講科目を多く作り、後期高齢者のために、趣味にあった必要とおもわれる講座を考えたい。
· 「学校」と「地域の人」とが、一緒に考えていける場を作りたい。

· 地域の熟年の人・特技・趣味などを持った人たちの発掘と地域の子ども達との接触できる機会をつくる。

· 子どもの『守りたい』のみでなく、学校の先生との定期的な懇談会の創設。

	感

想


	○「振返り講座②」の内容について（参加者からの評価）
・『子育て教育』『地域教育向上』などの問題についての討論に時間が掛かり、この項目の意見が聞けませんでした。
○「振返り講座②」の改善点（ファシリテーターからの評価）
　・「現職時代」は「子育てには忙しくて関われなかったが、熟年世代になると冷静に子どもたちのことが考えられる。との声が聴かれました。
· 参加者は５名でしたが、各々積極的に発言されていました。

· 『司会者』『発表者（記録係り）』の担当を決める折には積極的な自己推薦がありました。

· 班構成は５名はちょうどよろしいが、ファシリテーターは複数名のほうがいいと思います。

○「まちづくり研究会」への参加意欲
・今月のまち研『人権教育関連分科会』（毎月第二火曜日）・・１２月１４日の会議に見学したいという方が出てきました。
・今回の教育分野に参加された方は「教育」に関心が高いように感じました。



	アンケートに関しての意見交換内容

	

	・アンケートは１２月１１日に提出予定となっていたので、本日意見交換が出来ませんでした。



· ファシリテーターは本議事録を１2／６中に浅野宛に提出して下さい
